
チベ．ツトの反乱再び

TIMEには、「これこそTIMEだ」と思わせる記·J�
がしば しば掲載される。 今週号のAsi a/Paci fic欄のチ

ベット反乱 をめぐる報道、“Pr o tes tan dR ep ression " 
(pp .8・1 0）は、 まさに圧巻であり、残念ながらわが国

のメディアには、 このような記事は見当たらない。 中
国 人（漢族） の支配からの自由を求めて、中国当局と

その官憲に対し 果敢に抵抗するチベット民衆の姿をと
らえた 4枚の写真も生々しく、今日のチベット問題の

核心を浮き立たせている。
TIMEが報道の自1i-1の精神に立脚して、ここまでリ

アルに取材し、解説できるのに、 わが国のメディアに

現在チベットは中国領だ

が、 民族的・文化的には異

質な存在。 亡命中のラマ教

教主ダライ・ ラマを中心に

「中国」への同化を拒否し

抵抗を続ける。 歴史を振り

返りつつ今回の反乱を考え

たい。 また、 欧州の通常戦

力削減を目指す東西交渉始

動が意味するものは？

中嶋嶺雄

はなぜそれができないのだろうか。 その第1の型的
は、 問題を あくまでも中国の内政だとし、反乱は「ー

郊の分雄主義 者（ahand ful sep arati sts)J (p . 8） が企
てたものだとする中国当局に対して、わが国のメディ

アがいまだに「Press の自由」を確保し得ていないか
らである。第2には、 このところチベット民衆の不満
カ｛＇,fJLJ也ではさらにぷっており、先JNは1959年のチベッ

ト動乱 30IM年に当たるというのに、JJJ..l：劾にTIMEの
記者のような問題 意識を持ったリポーターカ9,it合わせ

なかった からであろう。
よく知られているように、 チベyトは、断！と的にも

民政的にも、そして文化的にも宗教的にも、出版が支
配的な中1(fの世界とはまったく異質であった。他J.（肢

を文化的にも同化し、 融合し、 また；存料下にiri：いてき
た長い歴史と伝統を布する「中国的111：界」において、

問教の影科がまったく及 ばなかった！.'ii辺領域こそ、 と
もにラマ教を信仰するチベ＂）トとモンゴルであるとい
う事実は、 あまり気づかれていない。
そのチベットは、 「五族協和」、つまり、決. ii均・l!!I

（ウイグル）・政（チベyト） ・家の融合をスローガンに
し て中華民国を形成した20世紀初頭の半亥I（.：命（1911
年）以降においても、 漢族との同化をmriしてきた符1

域であったが、1949年の中国ぷ命によって成。：した中
��： 人民共和国の派遣した中国人民解放軍によって鴻！
1950年秋に「解放」 された。 こうして社会主義中国の

版似！として縦定 されたチベァトに対して、r1·1同当｝，，）は
少数民政の「l ifiの作jfl:を唱えてきたけれど、それが！＇�

実のものではなかったことは、 中r1JH1／－＿のJJ;(i刈にもな
ったチベット助活Lで証明され、 ラマ教の教主ダライ・
ラマはインドに亡命して今日に至っているのである。

チベγトの態度を示すものとしてiii近では、ゆ87年
9～10月にチベット自治区の首都ラサでJチベット人

「否」を叫ぶチベット人
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2000人以上が Ji;,動に走り、次 い
で 88年3 JJ上旬以降、l呼び大規

悦 な反乱が起こっ て「チベット
独立」を101－ぷラマ似らが中国当
局や人民解放＇•1£によって 多数述
捕 された 。 そして今回 の 反訴し で

ある。
中国当J.,jは、 チベット族に対

する文革JYJの19!1f策への「l符も

あって、 ここ数年はチベット優

遇策を講 じ てき たものの、 一方
でチベット向治区へ のi英 人 の大

；，（移入 が進み 、 チベット 人 の服

用 の機 会は大中:.i に減少 し てし ま
った。 加え て、外1引｜文人を凶る

た めの「チベット観光」 が始まり、 ラマ教 寺院の 修復
も 凶られ はした が、 反而、 ラマ教の布教の 白山を奪っ

た ままチベット 人政治犯を過酷 な 状態に泣いていると
いう現実があるのである。 つま り、 漢民族のチベット
支配という桃造はまったく変化せず、TIMEのいうよ
う に 、r4!11 M一反 乱 －＃II l五（r ep ressi on -vio lence­

re pressio n）」が繰り返 され、ダライ・ラマ亡命政府の
主仮によれば「19お年までの40年HIJに120万人ものチベ
ット人が、 チベy卜への中凶の似田r.と11i�J（のj1'1Jt の＊－fi
泉として死んだ」（p .9）のである。

ダライ・ ラマは、TIMEの ニュー・デ リー文J.,j 長

E.W.デズモンドの質問に対し、「たぶん わたしたち
は中国人と共イf：してゆく方がよい
で しょう。 ただし、完全に平等だ
という のであれば です」（p. 10 ）と

半年え て、 いつもの彼 がそう で ある
ように 「独立 」と し 寸言葉をm1Ti:

に避けている。 亡命先でti!困の悲
劇を思 う戸；悩を読み］夜 ること がで
きょ う。

いずれにせよ、 日中友併体fljl］下

t ion al Arme d F orce s in Eu­
ro p巴 略称 CFE）に｜刻 す るl記

事であ る。 ウィーンの ll:l王；奇
ホーフ プル ク （ Ho白 ur g） で の
ベーカー米国務長官とシェワル

ナゼ・ ソ:iili外相！との会談でス
タートを切ったCFEだが、 そ

のウィーンといえ ば 、 Jl;J知のよ
うに1815年にウィーン会議が聞
かれて19世紀ヨーロッパ の協捌

外交（co ncert d ipl om acy）を
もた らした 巾給あ る地である。

その後 、 20世紀に入ると帝国主
義列強の利；i：：対立からヨーロッ
パ の協調が）J)jれ、第一次世界大

戦へと突入していった 。 大戦後の20年代はいわゆるウ
ィルソン的理想主義の時代 となったけれど、 30年代に
は令体主義の台劇を如き、 入信iは第二次世界六戦とい

う・惨＇Fを再び迎えた。

[Jill�！�係論（I ntern a t ional Re la t io n s） という新し
い’IlllJの おlj始者E.H.カーは、その 20年代 と30年代を

•'i典的 な�. :?;- rr，ι機の 20年（Twe ntyYears Cr isis 
1919・1939 ） 』の中で必明に分析し 、J!I\想主義 の持つ欠

陥を指摘し ている。 今回のCFEの開始は 、いよいよ
カーのし、うユートピアリズムからリアリズム（現実主

義）へと時代が大きく転換しつつあることを示してい

るともいえよう。 ii没 後45年目 に して、 いよいよ 新た な
形での協調外交 が開幕するものと

JOH年 し た い。

． 

今週 のTIMEのヒッ ト 記事 に
日を脊われ て、チベット 問題につ

い多くの 紙数を引してしまった
が、今週 のカバーストーリーは、

TIMEにしては珍しい追－伝子の問
にあ る日本 人と して、 今円 のチベ ウィーンに臨む米ソ両外相 泌で あ る“The Gen e Hunt " [ pp. 
ット反乱をどのように考えてゆくべきか、 きわめてIT� I 32・39］）。内容的に多少専門的 で はあ るが、理数系の 己主
要 な 問題だと いわ ねばなるまい。 I IHIを勉強している宇佐諸耳 な どは、 こうした記引を辿

欧州通常戦力交渉への期待

“Le t’s Cou nt D ow n" (pp. 12・14）と“Real Wea p ­
ons, Hi gh Hopes" (p. 14）は、 中距離絞戦)J (INF) 

撤廃に次いで新たに開始された通’品・兵器削減を日的 と
する欧州通常収）J交渉（Negot i at ions on Con ve n -

して作l'�JTI語（ te ch nical term）の 表現に↑l'tれ 親しむに
は絶好の記事であり、総合雑誌TIMEの liIT日制改IIた る

ものがある。

（ なかじま みねお／見。；（外国話大ヲ：教J受）
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